
は
じ
め
に
－
中
世
人
と
紙
1
 
 
 

日
本
の
文
化
は
紙
の
文
化
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
紙
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
そ
の
 
 

表
情
や
性
質
も
幾
分
変
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
 
 

た
、
一
棟
で
は
な
い
紙
の
物
性
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
は
、
困
難
を
と
も
な
 
 

う
こ
と
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
独
自
の
感
覚
的
な
所
産
で
あ
る
風
合
、
 
 

色
合
、
地
合
な
ど
審
美
的
要
素
も
紙
を
考
え
る
う
え
で
は
、
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

い
要
件
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
う
え
で
、
紙
の
用
途
に
付
随
す
る
機
能
 
 

性
を
も
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
放
そ
の
も
の
の
紙
質
を
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
 
 

あ
る
と
い
え
る
。
 
 

そ
こ
で
、
前
述
し
た
料
紙
調
査
お
よ
び
分
析
に
関
す
る
諸
条
件
を
考
慮
し
な
が
ら
、
こ
 
 

こ
で
は
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
禅
宗
寺
院
で
あ
る
大
徳
寺
に
伝
来
し
た
古
文
書
に
み
え
る
 
 

料
紙
と
そ
の
利
用
と
に
つ
い
て
注
目
し
、
併
せ
て
中
世
に
お
け
る
紙
に
つ
い
て
概
観
し
て
 
 

み
た
い
。
 
 一

、
大
徳
寺
文
書
に
み
え
る
料
紙
 
 
 

は
じ
め
に
論
述
す
る
上
で
、
大
徳
寺
文
書
中
に
お
い
て
確
認
で
き
る
料
紙
に
関
連
す
る
 
 

史
料
を
年
代
順
に
掲
げ
て
み
る
と
、
 
 

〔
史
料
1
〕
文
安
三
年
（
1
4
4
6
）
龍
翔
寺
年
貢
銭
納
下
帳
（
m
2
3
1
－
）
 
 
 

「
四
月
分
下
行
／
四
十
文
 
銀
銭
紙
／
五
十
二
文
 
中
紙
帳
料
」
 
 
 

「
七
月
分
下
行
／
百
五
十
文
 
施
餓
鬼
紙
／
三
十
五
文
 
簗
（
ス
ワ
ウ
タ
ウ
サ
）
」
 
 
 

「
八
月
分
下
行
／
二
十
文
 
帳
紙
」
 
 
 

「
十
一
月
分
下
行
／
二
十
文
 
冬
至
紙
銀
銭
／
武
百
八
十
文
 
方
丈
障
子
紙
 
五
十
文
 
 

大
徳
寺
文
書
に
み
え
る
料
紙
と
そ
の
利
用
 
 

僧
堂
サ
マ
 
障
子
紙
／
四
十
文
 
西
浄
障
子
紙
」
 
 
 

「
開
山
忌
入
日
／
八
十
六
文
 
杉
原
／
五
十
文
 
西
浄
懸
紙
 
六
十
六
文
 
相
々
紙
」
 
 
 

「
鳩
芙
蓉
／
廿
文
 
紙
一
帖
」
 
 
 

「
十
二
月
分
下
行
／
七
十
文
 
同
疏
紙
／
五
十
文
 
帳
紙
／
九
十
六
文
 
疏
席
（
御
所
 
 
 

誕
生
）
」
 
 
 

「
正
月
買
物
／
六
百
文
 
檀
席
／
人
文
 
暦
 
廿
文
 
中
紙
大
円
鏡
（
上
料
）
／
六
文
 
 
 

疏
紙
 
四
十
文
 
銀
銭
紙
」
 
 

〔
史
料
2
〕
延
徳
三
 
（
1
4
9
1
）
年
八
月
一
日
 
宗
温
近
江
在
庄
用
途
日
記
（
m
2
3
 
 
 

6
0
）
 
 
 

「
三
十
二
文
 
雄
愕
／
廿
七
文
 
雄
吊
二
帖
／
什
文
 
雄
昏
二
帖
／
百
六
十
文
 
席
絹
 
 
 

ノ
用
／
十
l
一
文
 
帝
」
 
 

〔
史
料
3
〕
 
明
応
七
 
（
1
4
9
8
）
 
（
戊
午
）
 
潤
十
月
十
日
 
興
禅
寺
領
在
庄
納
下
帳
 
 
 

（
m
2
3
6
3
）
 
 
 

「
五
十
三
文
 
杉
原
雑
帝
」
 
 

〔
史
料
4
〕
明
応
十
年
（
1
5
0
1
）
 
二
月
朔
日
 
播
磨
小
宅
三
織
方
算
用
状
（
m
7
0
 
 
 

0
）
 
 
 

「
廿
二
文
 
杉
原
一
帖
」
「
廿
二
文
 
中
紙
二
帖
」
 
 

〔
史
料
5
〕
文
亀
三
年
（
1
5
0
3
）
 
（
莫
亥
）
十
月
廿
九
日
 
龍
翔
寺
開
山
式
百
年
忌
 
 
 

納
下
帳
（
恥
2
3
1
8
）
 
 
 

「
童
貰
三
百
五
十
文
 
紅
梅
檀
紙
／
萱
貫
五
百
十
文
 
厚
紙
三
束
（
高
立
、
法
堂
風
呂
 
 
 

連
子
障
子
、
借
 
物
帳
以
下
）
 
／
七
百
三
十
二
文
 
杉
原
三
束
、
真
前
引
物
（
共
）
 
 
 

／
四
百
文
 
大
高
旦
紙
（
座
牌
）
 
／
四
百
文
 
小
高
旦
紙
（
印
紙
）
／
武
百
五
十
文
 
 

池
 
田
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Zエ  

（
9
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9
2
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）
軍
事
董
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関
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出
膨
‡
〔
㍑
煉
苗
〕
 
 

「
古
￥
q
壷
」
 
 

（
Z
O
6
 
 

Ⅷ
）
牽
警
開
園
毀
膨
習
遠
童
＝
日
斗
止
首
〓
＋
由
（
も
・
7
U
n
一
－
）
立
国
￥
￥
〔
O
Z
煉
百
〕
 
 

「
習
瑚
（
儲
￥
壷
）
」
 
 
 

1
1
‥
l
 
 
 

－
Ⅷ
）
渕
工
品
豊
警
備
ケ
旭
品
慧
誓
書
昭
．
日
豊
首
Ⅱ
（
6
∩
＞
〔
コ
T
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）
車
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Ⅱ
￥
〔
別
棟
苗
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（
ぐ
U
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ム
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2
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）
‡
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劉
￥
 
日
斗
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￥
（
7
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n
コ
1
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二
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）
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量
吉
〔
別
様
首
〕
 
 

「
〓
‥
丁
叫
ト
．
 
 

（
6
∠
9
2
Ⅷ
）
撃
日
去
簡
血
⊥
 
 

日
間
移
出
解
‡
埠
勢
掌
昨
 
日
Ⅴ
首
耳
（
由
壬
）
 
（
ヮ
U
n
コ
▼
∇
1
）
立
田
勒
苫
 
〔
n
様
首
〕
 
 

「
（
財
軍
事
壬
 
 

雫
′
ケ
刊
＃
／
、
車
L
ニ
＋
田
口
∇
妄
執
的
壬
剖
蘭
／
』
劉
暴
悪
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聯
V
啓
専
心
一
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￥
l
可
）
利
運
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豆
蒜
蒜
聖
‡
 
¶
翠
￥
僻
耳
宵
扁
／
拙
論
洲
‥
華
道
／
暴
嬰
 
ロ
マ
世
軸
署
」
 
 

T
U
g
l
E
Ⅷ
）
漱
⊥
埴
財
全
室
鹿
追
〔
択
煉
苛
〕
 
 

「
暴
剖
 
軸
逆
／
堰
廻
 
ロ
マ
湛
軸
薯
」
 
 

（
∠
9
－
E
Ⅷ
）
 
穎
⊥
埴
射
幸
室
恕
態
 
〔
S
t
雁
首
〕
 
 

「
顎
功
茹
芸
W
 
H
受
浬
弱
蕃
」
 
 

（
9
9
－
E
Ⅶ
）
 
 

挙
芋
垂
撃
吉
罰
繁
烹
警
十
 
口
品
帯
芯
孟
 
（
此
ワ
）
 
（
C
J
T
L
9
－
）
些
畔
些
 
〔
和
様
首
〕
 
 

「
財
′
ケ
笥
習
目
、
判
三
豊
聖
嵩
 
張
轟
」
 
 

（
9
6
∩
コ
【
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Ⅷ
）
剖
⊥
埴
地
相
告
影
￥
 
日
勤
首
斗
誌
（
ワ
此
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（
S
1
9
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）
些
唯
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〔
n
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〕
 
 

「
暴
剖
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（
9
9
－
E
Ⅷ
）
 
 

瀦
⊥
礪
射
幸
圭
鹿
麗
‖
 
ロ
ゼ
血
豆
≡
毎
（
習
由
）
 
（
予
0
9
－
）
 
Ⅴ
彗
尊
 
〔
Z
一
棟
市
〕
 
 

「
（
財
ぞ
璧
￥
蟄
屡
）
剖
二
聖
旦
 
Y
音
義
還
／
（
附
ラ
古
学
回
）
割
耳
郵
 
 

￥
・
Y
豊
里
竺
／
（
財
ぞ
 
酎
画
漱
製
）
割
斗
＋
釘
心
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Y
サ
サ
敬
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旦
世
／
判
キ
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葦
‖
 
Y
言
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朝
耳
日
／
（
財
ぞ
首
泌
）
鴇
並
†
 
〉
食
器
臼
／
（
ヶ
匂
割
葡
皐
、
⊥
丁
）
刊
 
 

耳
冴
葬
 
耳
畳
Ⅴ
旦
／
（
顎
鰍
酔
）
刊
L
ロ
マ
ほ
 
耳
畳
Ⅴ
」
 
（
ェ
0
9
Z
Ⅷ
）
渕
⊥
 
 

埴
晋
誌
旦
L
一
朝
東
伯
丑
 
日
雇
オ
〓
毒
（
壬
智
）
 
（
n
凸
二
U
。
〈
U
－
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￥
＋
Ⅱ
￥
 
〔
t
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棟
市
〕
 
 

「
塾
＋
専
柑
 
 
 

耳
≠
」
 
「
利
一
箇
葬
 
耳
V
甘
」
「
崩
￥
ロ
マ
ほ
 
耳
「
丁
十
」
 
「
朝
一
謝
勿
 
耳
≡
甘
」
 
 

（
0
予
6
－
Ⅷ
）
 
 

葦
H
車
重
古
間
嘘
日
南
‡
・
口
走
且
骨
品
 
（
智
）
 
（
Q
U
ぐ
U
〔
コ
T
ト
）
お
ミ
ュ
ヰ
￥
 
〔
O
t
他
市
〕
 
 

「
（
卦
中
≠
‡
、
耳
輩
ぞ
廃
墟
）
剖
二
部
品
行
 
）
全
土
甘
」
 
 

（
£
9
S
Ⅷ
）
 
 

軍
目
蓋
誓
願
琶
扇
広
東
重
要
 
】
邑
望
甘
 
L
＋
（
T
L
n
ら
＜
ゝ
＝
・
）
 
立
田
型
室
 
〔
6
煉
苛
〕
 
 

「
墨
由
利
 
）
ヰ
＋
／
蛍
 
 

型
空
讐
警
告
V
 
Y
⊇
＋
耳
／
（
射
通
聖
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当
）
ロ
マ
ほ
 
耳
＋
≡
／
（
金
地
製
・
霞
 
 

目
、
刊
〓
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甥
雛
＋
‡
由
≠
／
（
ぞ
由
〓
エ
要
事
ぞ
鹿
読
霊
琳
㌧
別
L
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閻
ゐ
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＋
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（
Z
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E
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Ⅷ
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⊥
埴
宰
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鹿
追
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Ⅴ
止
首
i
血
妄
 
（
T
L
n
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〈
、
＝
丁
）
立
国
幾
重
〔
g
煉
苛
〕
 
 

「
ぞ
財
軍
報
訝
葬
中
立
 
耳
旦
／
（
て
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鳳
凰
礫
／
誌
写
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菌
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、
￥
〓
事
件
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首
一
＋
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￥
／
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、
別
言
∀
ほ
 
耳
＋
耳
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（
0
ワ
U
n
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Z
Ⅷ
）
割
⊥
埴
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貴
職
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日
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首
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（
尊
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（
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P
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〔
コ
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L
）
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≡
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〔
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〕
 
 

「
（
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ヱ
繁
華
劉
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∴
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0
∠
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E
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）
罠
日
中
写
朝
蟄
甚
哨
（
亡
U
■
・
L
〈
U
l
）
立
J
T
ェ
＃
￥
〔
9
棟
苛
〕
 
 

「
畢
墜
警
官
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Y
古
壷
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（
ヶ
 
 

軍
）
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耳
V
畳
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干
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古
壷
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二
、
料
紙
の
利
用
と
そ
の
特
徴
 
 
 

前
述
し
た
1
引
合
か
ら
8
帳
紙
ま
で
の
料
紙
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
料
紙
が
大
徳
寺
の
 
 

寺
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
使
わ
れ
て
い
た
の
か
、
史
料
に
即
し
な
が
ら
順
次
 
 

み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
 
 

1
 
引
合
‥
 
 
 

引
合
は
、
史
料
6
・
7
・
8
・
1
0
・
1
1
に
み
え
る
。
史
料
6
で
は
、
疏
席
の
料
紙
に
用
 
 

い
ら
れ
て
い
る
。
史
料
7
で
は
、
官
銭
請
取
用
に
使
わ
れ
て
い
る
。
史
料
8
で
は
、
転
位
 
 

の
請
取
用
に
使
わ
れ
て
い
る
。
史
料
1
0
で
は
、
引
合
紙
は
一
枚
二
文
で
、
杉
原
紙
の
単
価
 
 

と
比
べ
る
と
、
極
め
て
高
価
な
紙
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
史
料
1
1
で
は
、
胡
椒
紙
と
し
 
 

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
ず
、
疏
紙
は
仏
祖
や
高
僧
に
表
白
す
る
款
徳
文
を
認
め
る
た
め
の
宗
教
用
の
料
紙
で
 
 

あ
り
、
ま
た
請
取
用
は
大
徳
寺
側
よ
り
も
上
位
の
発
給
者
に
対
し
て
出
さ
れ
る
料
紙
で
あ
 
 

「
畳
紙
や
」
 
 

〔
史
料
2
2
〕
天
正
六
年
（
1
5
3
7
）
拾
月
廿
八
日
 
祥
瑞
寺
領
田
島
日
録
（
恥
1
6
6
 
 

6
）
 
 
 

「
カ
ヂ
田
」
「
コ
ゾ
ノ
木
」
 
 

の
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
史
料
の
う
ち
、
史
料
1
か
ら
史
料
1
6
に
お
い
て
紙
名
と
し
て
確
認
で
き
る
も
 
 

の
は
、
1
引
合
、
2
杉
原
紙
、
3
美
濃
紙
、
4
厚
紙
、
5
中
紙
、
6
雑
紙
、
7
檀
紙
、
8
 
 

帳
紙
で
あ
る
。
そ
の
他
、
「
銀
銭
紙
（
伽
藍
の
守
護
や
死
者
の
供
養
に
献
ず
る
た
め
に
、
 
 

銀
紙
で
作
っ
た
貨
幣
）
」
「
施
餓
鬼
紙
」
な
ど
の
よ
う
に
個
別
・
具
体
的
な
名
称
も
認
め
ら
 
 

れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
紙
の
品
質
、
紙
の
厚
薄
、
紙
の
利
用
な
ど
に
基
づ
い
て
大
徳
 
 

寺
文
書
中
に
み
え
る
料
紙
を
大
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
1
7
か
ら
史
料
2
2
ま
で
 
 

は
、
紙
に
関
わ
る
職
人
な
ど
が
み
え
て
い
る
。
 
 

2
 
杉
原
紙
‥
 
 
 

杉
原
紙
は
、
史
料
4
・
5
・
7
・
8
・
9
・
1
1
に
み
え
る
。
史
料
4
に
よ
れ
ば
、
杉
原
 
 

紙
の
一
帖
は
中
紙
の
二
倍
の
値
段
で
あ
り
、
杉
原
紙
が
中
就
よ
り
も
上
質
の
料
紙
と
い
え
 
 

る
。
史
料
5
で
は
、
杉
原
紙
の
一
束
は
二
百
四
十
四
文
で
あ
る
こ
と
、
杉
原
紙
一
束
は
厚
 
 

紙
一
束
の
お
よ
そ
半
分
弱
の
値
段
で
あ
る
こ
と
、
杉
原
紙
は
贈
答
用
に
用
い
ら
れ
て
い
る
 
 

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
史
料
7
で
も
、
贈
答
用
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
一
束
当
た
り
が
三
百
 
 

文
で
あ
る
。
史
料
8
で
は
、
書
状
や
折
紙
の
案
文
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
 
 

る
。
史
料
9
で
も
、
折
紙
の
案
文
と
し
て
文
書
料
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
。
史
料
1
1
で
は
、
 
 

香
典
帳
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
史
料
5
に
み
え
る
「
香
典
帳
料
紙
」
も
お
そ
ら
 
 

く
杉
原
紙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
杉
原
紙
の
品
質
は
中
紙
よ
り
も
上
質
で
、
値
段
は
中
紙
の
二
倍
で
、
厚
 
 

紙
の
半
額
で
あ
る
。
用
途
は
主
に
寺
院
の
帳
簿
用
紙
や
案
文
あ
る
い
は
贈
答
用
に
用
い
ら
 
 

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
書
状
や
折
紙
の
正
文
で
は
な
く
、
案
文
に
 
 

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
書
状
や
折
紙
の
料
紙
に
は
杉
原
紙
が
 
 

利
用
さ
れ
な
い
で
、
他
の
料
紙
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
書
状
や
折
紙
の
 
 

正
文
に
使
用
さ
れ
る
具
体
的
な
料
紙
に
関
し
て
の
記
載
は
確
認
で
き
な
い
。
 
 
 

現
存
す
る
大
徳
寺
文
書
中
の
帳
簿
類
に
使
用
さ
れ
て
い
る
杉
原
紙
の
特
徴
は
、
や
や
薄
 
 

く
、
種
類
が
豊
富
で
、
い
く
ら
か
黄
味
の
余
色
が
残
る
白
さ
と
張
り
が
あ
る
放
と
い
え
そ
 
 

、
つ
で
あ
る
。
 
 

る
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、
格
式
の
高
い
上
質
の
料
紙
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
胡
椒
紙
が
 
 

胡
板
を
包
む
紙
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
、
そ
の
利
用
を
考
え
て
み
る
と
、
胡
椒
の
も
つ
貴
 
 

重
性
と
も
の
を
包
む
と
い
う
機
能
性
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
料
紙
そ
の
 
 

も
の
は
あ
る
程
度
の
厚
み
と
柔
軟
性
と
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き
よ
う
か
。
 
 
 

な
お
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
永
享
十
一
年
間
正
月
廿
三
日
粂
な
ど
、
ま
た
 
『
鹿
苑
日
録
』
 
 

天
文
六
年
八
月
八
日
粂
な
ど
に
布
施
や
贈
答
用
と
し
て
「
引
合
」
が
散
見
す
る
。
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な
お
、
『
園
太
暦
』
貞
和
元
年
四
月
八
日
粂
に
は
「
兼
又
布
施
内
紙
事
、
船
形
さ
の
み
 
 

大
に
て
は
難
治
間
、
中
紙
と
申
候
物
を
納
候
也
」
と
あ
り
、
中
紙
が
布
施
物
と
し
て
も
利
 
 

用
さ
れ
で
お
り
、
や
は
り
中
程
度
の
紙
で
あ
る
と
み
て
大
過
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
ど
の
 
 

料
紙
に
お
け
る
中
程
度
の
経
で
あ
る
か
判
断
で
き
る
だ
け
の
情
報
は
な
い
。
ま
た
、
『
蔭
 
 

涼
軒
日
録
』
長
幸
二
年
正
月
四
日
粂
に
贈
答
用
と
し
て
み
え
る
。
 
 

6
 
雑
紙
‥
 
 
 

雑
紙
は
、
史
料
2
・
3
・
7
・
8
に
み
え
る
。
史
料
2
で
は
、
一
帖
当
た
り
の
値
段
十
 
 

三
文
と
十
五
文
と
幅
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
雑
紙
に
も
品
質
の
違
い
が
あ
る
の
か
、
 
 

あ
る
い
は
産
地
の
遠
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
史
料
3
・
7
に
は
、
「
杉
原
雑
昏
」
 
 

と
あ
る
も
の
の
、
こ
の
雑
紙
に
冠
さ
れ
た
「
杉
原
」
が
紙
の
産
地
名
を
示
し
て
い
る
も
の
 
 

で
あ
る
の
か
は
判
断
し
き
れ
な
い
。
も
し
も
産
地
の
名
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
 
 

き
る
の
で
あ
れ
ば
、
産
地
名
ご
と
の
雑
紙
の
存
在
を
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
 
 

と
と
も
に
、
杉
原
紙
に
は
品
質
上
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

史
料
7
に
よ
れ
ば
、
杉
原
雑
紙
は
寺
内
で
年
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
史
料
8
に
は
、
 
 

日
記
、
請
取
な
ど
の
料
紙
と
し
て
雑
紙
の
利
用
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
≡
ロ
継
卿
記
』
 
 

天
文
三
年
正
月
二
十
九
日
粂
に
は
「
左
兵
衛
佐
母
に
薫
物
 
二
月
、
は
ふ
に
維
紙
一
帖
、
 
 

坊
主
に
墨
一
丁
、
遣
候
了
」
と
あ
り
、
雑
紙
が
贈
答
物
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
雑
紙
は
寺
内
に
お
い
て
日
常
的
に
使
わ
れ
る
料
紙
の
代
表
で
、
そ
の
用
 
 

途
も
日
記
か
ら
請
取
状
な
ど
日
々
の
生
活
の
必
要
性
か
ら
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い
え
 
 

る
。
 
 
 

な
お
、
『
鹿
苑
日
録
』
天
文
六
年
正
月
九
日
粂
に
「
美
濃
紙
」
と
と
も
に
「
美
濃
雑
紙
」
 
 

が
み
え
、
元
和
八
年
正
月
八
日
粂
に
は
「
奈
良
雑
紙
」
が
確
認
さ
れ
る
。
 
 

7
 
檀
紙
‥
 
 
 

檀
紙
は
、
史
料
1
・
5
・
1
1
に
み
え
る
。
史
料
1
で
は
、
正
月
の
買
物
品
の
ひ
と
つ
と
 
 
 

8
 
帳
紙
‥
 
 
 

帳
紙
は
、
史
料
l
Z
・
1
4
・
1
5
に
み
え
る
。
史
料
1
4
に
は
、
「
典
座
帳
紙
」
と
具
体
的
な
 
 

用
途
が
記
さ
れ
、
典
座
が
僧
衆
の
座
位
に
関
し
て
書
き
と
ど
め
て
お
く
内
容
を
記
録
す
る
 
 

帳
簿
用
紙
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
帳
紙
は
こ
の
よ
う
に
記
録
な
ど
の
帳
綽
に
使
用
さ
れ
る
保
存
性
の
高
い
料
紙
で
、
 
 

厚
手
の
も
の
で
あ
る
場
合
は
多
い
こ
と
か
ら
、
厚
紙
と
も
注
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 
 

し
て
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
史
料
5
に
は
、
「
紅
梅
檀
紙
」
な
る
檀
紙
が
あ
り
、
こ
 
 

れ
は
お
そ
ら
く
紅
梅
色
に
染
め
ら
れ
て
た
色
紙
の
檀
紙
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
 
「
紅
梅
檀
 
 

紙
」
は
鎌
倉
時
代
中
期
に
成
立
し
た
 
『
飾
抄
』
 
『
今
物
語
』
 
に
も
み
え
、
『
と
は
ず
が
た
り
』
 
 

に
は
 
「
箔
、
洲
流
し
、
名
し
た
へ
、
紅
梅
な
ど
の
檀
紙
」
と
装
飾
料
紙
の
ひ
と
つ
と
し
て
 
 

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
大
高
檀
紙
は
座
牌
、
小
高
檀
紙
は
印
紙
に
使
わ
れ
て
い
る
。
座
牌
と
は
僧
堂
の
 
 

各
自
の
座
に
掛
け
て
あ
る
役
名
と
名
と
を
書
い
た
名
札
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
印
紙
と
は
 
 

小
紋
片
に
寺
号
を
印
刷
し
た
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
史
料
1
1
で
は
、
小
高
檀
紙
は
請
状
、
座
 
 

牌
用
の
料
紙
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
値
段
は
一
枚
お
よ
そ
十
四
文
で
あ
る
。
他
方
、
 
 

大
高
檀
紙
は
回
向
用
の
料
紙
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
一
枚
五
十
文
で
あ
る
。
請
状
と
は
招
 
 

請
の
書
状
で
、
回
向
は
各
種
法
要
に
お
い
て
念
諦
・
諷
経
の
功
徳
を
祈
念
の
対
象
に
ふ
り
 
 

む
け
る
こ
と
を
表
白
し
た
文
を
意
味
す
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
檀
紙
は
主
要
な
宗
教
的
行
事
に
お
い
て
の
み
利
用
さ
れ
る
料
紙
で
、
他
 
 

の
料
紙
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
そ
れ
は
、
檀
紙
の
特
徴
で
あ
る
白
く
、
 
 

清
く
、
た
お
や
か
な
紙
で
あ
る
と
い
う
紙
質
に
よ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
 
 
 

な
お
、
『
商
涼
軒
日
録
』
文
明
十
七
年
四
月
十
四
日
粂
に
は
「
水
色
高
檀
紙
」
と
み
え
 
 

る
。
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文
庫
主
任
学
芸
員
で
 
『
人
物
叢
書
 
金
沢
貞
顕
』
 
（
吉
川
弘
文
飽
）
 
の
著
者
で
あ
る
永
井
 
 

晋
氏
に
よ
る
論
考
が
発
表
さ
れ
た
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
 
3
1
3
）
。
宍
倉
氏
は
「
紙
漉
き
 
 

の
技
術
に
み
る
中
世
の
古
文
書
」
に
お
い
て
、
中
世
の
抄
紙
技
術
に
お
け
る
半
流
し
漉
き
 
 

と
い
う
新
た
な
抄
紙
方
法
を
提
起
さ
れ
、
他
方
永
井
氏
は
 
「
金
沢
貞
顕
書
状
の
料
紙
に
つ
 
 

い
て
」
 
で
、
特
定
の
武
家
個
人
が
用
い
た
文
書
料
紙
を
個
別
具
体
的
に
検
討
し
た
上
で
新
 
 

た
な
知
見
を
披
渡
し
て
い
る
。
 
 
 

両
氏
の
料
紙
研
究
に
は
多
く
の
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
も
の
の
、
料
紙
の
特
徴
に
関
す
る
 
 

見
解
に
は
少
な
か
ら
ず
異
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
一
紙
と
し
て
全
く
同
一
の
 
 

料
紙
は
な
い
わ
け
で
あ
り
、
種
々
の
文
書
料
紙
に
関
す
る
諸
見
解
を
統
一
し
て
い
く
こ
と
 
 

は
確
か
に
難
し
い
作
業
で
あ
る
も
の
の
、
早
急
に
共
通
項
を
見
い
出
し
て
い
く
努
力
が
必
 
 

要
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ま
た
、
中
世
人
の
紙
に
関
す
る
認
識
や
意
識
は
、
放
そ
の
も
の
の
外
見
つ
ま
り
見
た
目
 
 

と
、
触
っ
た
感
じ
と
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
 
 

料
紙
研
究
に
お
い
て
も
中
世
人
の
見
た
目
と
は
何
か
、
触
っ
た
感
じ
と
は
何
か
、
と
い
う
 
 

点
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
料
紙
論
を
展
開
す
る
に
際
し
て
は
、
見
た
目
と
触
っ
た
感
じ
と
は
、
具
体
的
 
 

に
ど
の
よ
う
な
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
 
 
 

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

ま
ず
、
見
た
目
に
は
、
①
紙
の
大
き
さ
、
②
紙
の
重
さ
、
③
紙
の
厚
さ
、
①
紙
の
し
ま
 
 

り
具
合
、
⑤
紙
の
堅
さ
、
⑥
紙
の
平
滑
性
、
⑦
紙
の
強
さ
、
⑧
紙
の
弾
性
、
⑨
紙
の
表
裏
 
 

差
、
⑩
の
透
明
性
、
⑪
紙
の
光
沢
、
⑩
紙
の
地
合
、
⑱
紙
の
色
合
、
⑭
紙
の
鳴
り
、
と
い
 
 

う
具
体
的
な
観
点
が
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
を
よ
り
具
体
的
に
述
べ
て
み
る
と
、
 
 
 

①
紙
の
大
き
さ
に
お
い
て
、
紙
の
縦
・
横
に
つ
い
て
は
繊
維
の
縦
に
配
列
し
た
方
向
を
 
 

も
っ
て
経
と
し
、
こ
れ
に
直
行
す
る
方
向
を
棟
と
す
る
。
つ
ま
り
、
費
目
の
方
向
を
横
、
 
 

糸
目
の
方
向
を
縦
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

②
紙
の
重
さ
は
、
実
際
に
重
量
の
他
に
、
坪
量
や
密
度
に
つ
い
て
も
注
目
し
て
い
く
こ
 
 

と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
紙
の
強
度
や
機
能
性
を
考
え
る
上
に
お
け
る
基
本
的
な
数
 
 

値
で
あ
る
。
密
度
は
④
紙
の
し
ま
り
具
合
と
も
深
く
関
係
し
て
く
る
。
 
 
 

③
紙
の
厚
さ
は
、
紙
料
の
く
み
込
み
と
捨
て
水
と
の
関
係
か
ら
、
漉
き
手
に
遠
い
に
よ
 
 

ら
ず
漉
き
手
の
手
前
側
が
厚
く
な
り
が
ち
で
あ
り
、
紙
の
漉
い
た
方
向
が
明
ら
か
に
な
る
。
 
 

逆
に
漉
き
手
の
癖
に
よ
っ
て
左
右
の
厚
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
も
の
も
み
ら
れ
る
。
こ
う
 
 

し
た
厚
さ
の
状
態
は
紙
の
四
周
の
厚
さ
を
測
定
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
 
 

え
、
紙
の
厚
さ
の
平
均
値
を
求
め
て
し
ま
う
と
、
紙
の
厚
さ
の
実
態
を
示
さ
な
い
こ
と
に
 
 

な
る
。
 
 
 

④
紙
の
し
ま
り
具
合
は
、
緊
縮
度
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
、
斐
紙
、
三
桂
紙
、
樽
 
 

紙
の
脂
で
紙
が
締
ま
る
。
ま
た
、
紙
床
の
締
め
加
減
に
よ
っ
て
紙
の
し
ま
り
具
合
が
異
な
っ
 
 

て
く
る
。
つ
ま
り
、
加
圧
の
力
が
大
き
い
ほ
ど
、
緊
蹄
度
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
し
ま
り
 
 

具
合
は
就
の
吸
水
性
、
浸
透
性
つ
ま
り
墨
に
じ
み
と
も
関
係
し
て
く
る
。
 
 
 

⑤
紙
の
堅
さ
は
、
紗
漉
き
、
竹
貸
漉
き
、
萱
賓
漉
き
の
順
で
紙
は
硬
く
な
る
。
ま
た
、
 
 

水
分
が
少
な
い
方
が
硬
く
な
る
こ
と
か
ら
、
乾
燥
用
の
刷
毛
の
硬
軟
や
乾
燥
時
の
温
度
に
 
 

よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
。
紙
の
や
わ
ら
か
さ
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

⑥
紙
の
平
滑
性
と
は
、
紙
の
用
途
か
ら
み
る
面
態
の
表
現
で
あ
り
、
直
接
的
に
は
書
き
 
 

や
す
さ
、
刷
り
や
す
さ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
和
紙
は
こ
と
さ
ら
に
平
面
性
を
 
 

強
調
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
乾
燥
す
る
と
き
に
板
面
に
紙
を
張
り
、
刷
毛
で
こ
す
る
の
 
 

で
滑
ら
か
な
木
肌
に
当
た
っ
た
面
が
滑
ら
か
に
仕
上
が
る
か
ら
で
あ
る
。
し
わ
や
凸
凹
が
 
 

あ
る
の
が
紙
と
し
て
は
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
と
い
う
感
覚
で
あ
る
。
し
か
し
、
情
報
伝
達
 
 

の
道
具
と
し
て
の
紙
に
お
け
る
平
滑
性
は
、
例
え
ば
書
写
と
印
刷
と
い
う
よ
う
な
紙
面
の
 
 

使
い
方
を
も
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
澱
粉
や
膠
な
ど
に
よ
る
表
面
サ
イ
ズ
 
 

が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
 
 
 

⑦
紙
の
強
さ
は
、
紙
を
ひ
っ
ぱ
た
り
、
破
っ
た
り
、
裂
い
た
り
し
て
調
べ
ら
れ
る
が
、
 
 

引
張
り
の
強
さ
が
紙
の
強
さ
を
代
表
し
て
い
る
。
繊
維
の
強
さ
と
繊
維
ど
う
し
の
絡
み
合
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